


一時保育
　 有り　

※要事前申込

の活用事例　の活用事例　

説明会／まちづくり活動のヒント発見講座／地域活動団体交流会説明会／まちづくり活動のヒント発見講座／地域活動団体交流会

12/14（土）令和６年 10:00〜12:00（交流会 12:00 ～ 13:00）

藤江　徹 氏

講師： 公益財団法人公害地域 再生センター 
あおぞら財団 事務局長　
東大阪市まちづくり活動助成金審査会 委員

会場：東大阪市役所　本庁舎 18 階会議室
 ( 東大阪市荒本北一丁目 1 番 1 号 )

電車 ： 近鉄けいはんな線 「荒本駅」 下車　1 番出口より西へ約 400ｍ（徒歩約 5 分）

バス ： 近鉄バス 「東大阪市役所前」 下車すぐ　大阪バス 「東大阪市役所前」 下車すぐ

遊びの可能性！楽しいことに人は集う！防災や福祉、 不登校など、 地域住民の関心や理解

が広がれば解決する地域課題がたくさんあります。 活動テーマは 『地域と福祉を繋ぐ～無

関心から少しの関心に～』 で、 楽しいことや遊びの中に地域課題を盛り込んだ 「まな

VIVA ！プレーパーク」 を開催しました。 様々な子どもが安心安全かつ楽しく過ごせる空

間づくりにこだわったことで、 一つ一つがあたたかく、 笑顔あふれるイベントになりました。

 ちいさなて「子どもの夢を咲かせるバクプロジェクト」令和 5 年度スタート支援部門

令和 5 年度スタート支援部門

令和 5 年度スタート支援部門

イベント ・ 交流会 ・ 育児講座を合わせ 53 回開催、 総数約 600 名が参加。 「子どもの居場

所づくり」 では、 子どもたちが一緒に遊んだり宿題をしたり、 仲良くお昼ご飯を食べている

様子が印象的でした。 また、 半数以上 （55％） がリピーターであったため、 子どもたちは

顔見知りが増え、 日に日に仲良くなっていきました。 地域が家庭 ・ 学校に続く第３の場とな

るよう居場所づくりの活動を続け、 孤独な子育てを防ぐための活動をしていきます。

やどり木 「孤育てを防ぐために０歳～１５歳までの子育てを繋ぐ」

ダブルケア （育児と介護の同時進行） の周知 ・ 啓発のため、 パネル展を 3 回、 当事者の

交流会であるダブルケアカフェを 4 回実施しました。 まだ認知度の低いダブルケアを多く

の方に知っていただき、 当事者同士がつながるきっかけ作りもできました。 「ダブルケアに

やさしいまち ・ 東大阪」 になるよう、 令和 6 年度も継続して様々なアクションを起こして

います！子育てと家族の介護、 両方している人は身近にいませんか？

ダブルケア東大阪 「ダブルケア当事者の居場所づくり事業」

　 経費の積算、 広報、 協力者探しなど、 まちづくりの思いを形にするためには、 計画段階でやることがたくさんあります。

そこで、 自身も豊富な活動経験のある地域まちづくり活動助成金審査会委員の藤江 徹 氏を講師にお招きし、 助成金審査書類

作成のコツを含め、 活動の開始 ・ 継続 ・ 活性化のためのポイントを伝授いただきます。 「公益性って何？」 「どうすれば思いが

伝わるの？」 「活動をステップアップしていくには？」　疑問や課題解決のヒントを発見してください。

参加者の情報交換や親睦を深める交流会を合わせて開催します。

①氏名　②所属団体名　③電話番号　④メールアドレス　
⑤参加する催し（説明会／講座のみ、交流会のみ、両方）
⑥一時保育を希望する子どもの人数と子どもの年齢（希望がない場合は記入不要）

【E メール】　タイトルに「まちづくり活動助成金講座」、本文に以下の

　　　　　　情報を入力し、問合せ先のアドレスへメール送信してください。

【ウェブ】　下記のフォームからもお申し込みいただけます。 

https://www.city.higashiosaka.lg.jp/cmsform/enquete.php?id=606

＊電話でも受付しています（土日祝を除く 9:00 ～ 17:30）　

お問合せ ： 東大阪市役所　市民生活部　地域活動支援室

〒577-8521 東大阪市荒本北一丁目 1 番 1 号　ＴＥＬ： 06-4309-3161 （直通）　　ＦＡＸ： 06-4309-3812

Email ： machi-joseikin@city.higashiosaka.lg.jp 

令和 6 年 12 月 9 日（月）まで

　　※一時保育を希望する場合は、12 月 3 日（火）まで

申込み期日

要 事 前 申 込 み


